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子
育
て
も
一
段
落
し
、
大

学
生
の
娘
も
や
っ
と
社
会
人

に
な
り
ま
し
た
▼
娘
が
小
さ

い
頃
か
ら
、
正
社
員
で
家
庭

と
子
育
て
の
両
立
を
頑
張
っ

て
き
て
、
や
っ
と
一
息
つ
け

る
状
況
と
な
り
、
ふ
と
給
料

明
細
を
見
て
み
る
と
、
こ
ん

な
に
税
金
が
引
か
れ
て
い
る

事
に
気
づ
き
が
っ
か
り
▼
社

会
保
険
料
・
所
得
税
・
住
民

税
ｅ
ｔ
ｃ…

。
税
金
が
助
け

合
い
と
は
解
っ
て
い
ま
す
が
、

税
金
が
も
う
少
し
安
か
っ
た

ら
、
も
っ
と
家
庭
に
残
る
お
金
が
増
え
る
の
に
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
▼
世
間
で
は
更
に
増
税
・
増
税

と
言
わ
れ
て
お
り
、
今
後
の
日
本
の
未
来
、
子
供
の

将
来
、
私
の
未
来
に
対
し
て
心
配
し
て
い
ま
す
▼
政

治
家
さ
ん
〜
ど
う
か
私
の
未
来
の
為
に
税
金
減
ら
し

て
〜
と
心
の
中
で
叫
び
ま
し
た
。

﹇
㈱
ナ
ゴ
ヤ
タ
イ
キ

　
　
　
　
　
　
　
働
く
女
﹈

―― 未来について思う事 ――

　　　　　　　　　　 （第28回）

　

今
回
は
、
11
月
30
日
ま

で
に
申
請
が
あ
っ
た
会
員

３
社
に
つ
い
て
、
提
出
さ

れ
た
書
類
を
審
査
し
て
認

定
し
ま
し
た
。
正
式
認
定

日
は
２
０
２
３
年
１
月
31

日
付
、
認
定
期
間
は
２
月

１
日
〜
２
０
２
９
年
１
月

31
日
と
な
り
ま
す
。

　

同
制
度
は
、
環
境
衛
生

に
お
け
る
排
水
管
清
掃
の

重
要
性
の
認
知
お
よ
び
業

界
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
品

質
の
向
上
を
目
的
に
、
２ 

０
１
７
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
当
協
会
独
自
の
取

り
組
み
で
す
。

　

優
秀
な
技
術
お
よ
び

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
会

員
事
業
者
を
認
定
す
る
こ

と
で
、
信
頼
向
上
と
と
も

に
、
建
築
物
維
持
管
理
に

寄
与
す
る
排
水
設
備
の
保

全
に
つ
い
て
広
く
周
知

し
、
排
水
管
洗
浄
業
界
の

地
位
向
上
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

認
定
を
受
け
る
た
め
の

要
件
に
、
２
０
１
３
年
に

当
協
会
が
開
始
し
た
独
自

資
格
「
建
築
物
排
水
管
清

掃
技
士
」
の
実
技
講
習
を

修
了
し
た
技
士
が
一
定
数

い
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
現
場
作
業
者
の
技
術

レ
ベ
ル
も
重
視
し
て
い
ま

す
。

　

認
定
後
は
、
当
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
員
名

簿
に
「
優
良
事
業
者
（
当

協
会
認
定
）」
と
表
示
し
、

会
員
の
皆
様
の
高
い
技
術

と
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
裏

付
け
、
積
極
的
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
は
２
０
２ 

２
年
12
月
９
日
、「
令
和
５

年
度
建
築
保
全
業
務
労
務

単
価
」を
決
定
し
ま
し
た
。

今
回
公
表
さ
れ
た
単
価

は
、
新
年
度
の
保
全
業
務

費
の
積
算
に
適
用
さ
れ
ま

す
。

　

建
築
保
全
業
務
労
務
単

価
は
、
各
省
各
庁
の
施
設

管
理
者
が
建
築
保
全
業
務

共
通
仕
様
書
を
適
用
す
る

業
務
に
関
し
て
、
建
築
保

全
業
務
積
算
基
準
お
よ
び

建
築
保
全
業
務
積
算
要
領

に
よ
り
、
官
庁
施
設
の
建

築
保
全
業
務
に
係
る
費
用

を
積
算
す
る
た
め
の
参
考

単
価
と
し
て
作
成
し
て
い

ま
す
。

　

労
務
単
価
は
、
建
築
保

全
業
務
積
算
要
領
の
技
術

者
区
分
に
沿
っ
た
賃
金
単

価
で
、
①
日
割
基
礎
単
価

②
割
増
基
礎
単
価
率
③
宿

直
単
価
で
構
成
さ
れ
ま

す
。

　

日
割
基
礎
単
価
（
正
規

の
勤
務
時
間
内
に
業
務
を

行
う
場
合
の
１
日
８
時
間

当
た
り
の
単
価
）
に
つ
い

て
は
、
①
基
本
給
相
当
額

②
基
準
内
手
当
（
家
族
手

当
、
住
宅
手
当
、
通
勤
手

当
な
ど
）③
臨
時
給
与（
賞

与
な
ど
）
で
構
成
さ
れ
、

時
間
外
や
休
日
・
深
夜
な

ど
の
割
増
賃
金
や
通
常
の

作
業
条
件
・
内
容
を
超
え

た
労
務
に
対
す
る
手
当
、

業
務
管
理
費
や
一
般
管
理

費
な
ど
の
諸
経
費
は
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

単
価
作
成
の
ベ
ー
ス
と

な
る
技
術
者
区
分
は
、「
保

全
技
師
・
保
全
技
術
員
」

が
６
区
分
、「
清
掃
員
」
３

区
分
、「
警
備
員
」
３
区
分

に
分
類
さ
れ
、
管
洗
浄
を

行
う
技
術
者
は
「
保
全
技

師
・
保
全
技
術
員
」
の
う

ち
の
「
保
全
技
師
補
」
に

該
当
す
る
と
、
当
協
会
で

は
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
協
会
は
排
水

管
清
掃
作
業
の
積
算
基
準

と
し
て
国
土
交
通
省
「
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価
」

を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、

各
省
各
庁
の
施
設
管
理
者

は
「
建
築
保
全
業
務
労
務

単
価
」
を
清
掃
作
業
の
積

算
基
準
に
し
て
い
る
と
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
保

全
技
師
補
」
の
日
割
基
礎

単
価
を
紹
介
し
ま
す
。

23
年
度
建
築
保
全
業
務

�

労
務
単
価
を
決
定

国交省

第６回は３社を認定
優良事業者認定制度「建築物排水管清掃優良事業者認定制度」第６回認定結果

認定事業者 代表者 所在地 認定番号

1
加藤商事

株式会社
加藤 一博

埼玉県所沢市

けやき台 2-31-2
2023-0025

2
株式会社

カレント
佐藤 　充

東京都足立区

鹿浜 1-19-12
2023-0026

3
株式会社

サルーテ
渡邊 裕之

東京都港区

新橋 5-14-4 

新倉ビル３階

2023-0027

※認定期間 2023 年２月１日〜 2029 年１月 31 日

　

当
協
会
は
12
月
７
日
午
後
３
時
半
か
ら
、「
建
築
物
排
水

管
清
掃
優
良
事
業
者
認
定
制
度
」
審
査
委
員
会
を
開
催
し
、

第
６
回
の
認
定
業
者
と
し
て
加
藤
商
事
㈱
、
㈱
カ
レ
ン
ト
、

㈱
サ
ル
ー
テ
の
３
社
を
認
定
し
ま
し
た
。
今
回
の
認
定
に

よ
っ
て
、
優
良
事
業
者
は
合
計
27
社
と
な
り
ま
し
た
。

建築保全業務労務単価（日割基礎単価※）
保全技師補

令和５年 令和４年

前年度比 

増加率 

（％）

北海道 18,300 17,800 2.80

宮　城 18,300 17,900 2.23

東　京 21,500 21,100 1.90

新　潟 19,300 18,900 2.12

愛　知 21,300 20,900 1.91

大　阪 20,400 19,800 3.03

広　島 19,200 18,700 2.67

香　川 19,700 19,200 2.60

福　岡 18,100 17,800 1.69

沖　縄 16,600 16,100 3.11

※正規の勤務時間内に業務を行う場合の１日 （８時間）

当たりの単価 （単位 ： 円／日）

会員増強入会キャンペーン

２月末で終了！

　当協会では、2022年度の入会
キャンペーンを通年で開催して
いますが、今年度は２月末で終
了となります。
　現在「建築物排水管清掃作業
従事者研修」や「建築物排水管
清掃技士資格講習」の受講者
（社）が、受講後３カ月以内に
入会した場合と、会員企業から
の紹介による入会の場合に、「入
会金を免除」しています。
　詳細は、ホームページまたは
当協会事務局までお問い合わせ
ください。

（1） 令和５年２月号 全　管　協　ニ　ュ　ー　ス （毎月１回発行） 第４２２号

＜第４２２号＞



第
50
回
建
築
物
環
境
衛
生
管
理
全
国
大
会

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
排
水
処
理
シ
ス
テ
ム
の
保
守
提
案

図 1　供試排水配管略図

　

１
月
19
・
20
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
50
回
建
築
物
環
境
衛
生
管
理
全
国
大
会
」
の
研
究
集

会
で
、
当
協
会
は
「
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
排
水
処
理
シ
ス
テ
ム
の
粉
砕
物
堆
積
状
況
報
告
及
び
効

果
的
清
掃
方
法
の
提
案
」（
発
表
者
・
大
野
隆
次
技
術
委
員
、
共
同
研
究
者
は
技
術
委
員
会

の
難
波
信
二
、
佐
藤
昭
仁
、
齊
藤
将
一
、
西
川
昌
樹
、
高
岡
ジ
ョ
ー
ジ
、
大
中
武
弘
、
上
野

雄
治
の
各
氏
）
と
し
て
事
例
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
今
号
で
は
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
排
水
処
理
シ
ス
テ
ム
の
粉
砕
物
堆
積
状
況
報
告
及
び
効
果
的
清
掃
方
法
の
提
案

１
．
は
じ
め
に

　

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
排
水
処

理
シ
ス
テ
ム
（
以
後
、
当

シ
ス
テ
ム
と
い
う
）
は
、

都
市
部
を
中
心
に
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の

削
減
や
環
境
負
荷
の
低

減
、
処
理
コ
ス
ト
軽
減
、

ま
た
、
利
便
性
な
ど
を
利

点
と
し
普
及
が
広
ま
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
当
シ
ス

テ
ム
の
排
水
搬
送
を
担
う

排
水
配
管
部
に
お
い
て
は

想
定
を
超
え
る
粉
砕
物
の

堆
積
・
付
着
を
伴
う
閉
塞

事
例
が
あ
る
。
本
報
は
、

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い

て
実
験
お
よ
び
検
証
を
行

い
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

で
は
集
合
住
宅
の
排
水
管

内
に
堆
積
す
る
残
渣
の
状

況
と
要
因
を
分
析
し
、
当

シ
ス
テ
ム
を
有
す
る
施
設

の
適
切
な
保
守
・
改
善
を

提
案
す
る
。

２
．
実
験
お
よ
び
検
証

２
．
１　

概
要

　

図
１
に
、
流
し
以
降
の

供
試
験
排
水
配
管
（
透
明

ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
管
）
を

示
す
。
①–

②
は
器
具
排

水
管
、
②–

④
は
排
水
横

枝
管
、
④–

⑥
は
排
水
横

主
管
を
想
定
し
た
も
の
で

あ
る
。
③
に
ス
ト
ラ
ブ

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
に
よ
る
接

続
部
を
設
け
た
。
エ
ル
ボ

曲
率
に
よ
る
抵
抗
の
差
異

を
検
討
す
る
た
め
、
⑤
と

⑥
に
連
続
シ
ョ
ー
ト
エ
ル

ボ
、
⑨
と
⑩
に
ロ
ン
グ
エ

ル
ボ
を
設
け
た
。
勾
配
は

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｅ–

Ｓ
２
０
６

に
準
じ
た
。
粉
砕
物
は
東

京
・
神
奈
川
の
３
物
件
の

集
合
住
宅
の
排
水
管
清
掃

時
に
摘
出
し
た
残
渣
物
を

回
収
し
て
利
用
し
た
。
排

水
実
験
は
、
１
回
分
の
残

渣
物
２
５
０
ｇ
・
水
８
㍑

を
混
合
し
て
流
し
よ
り
溜

め
て
流
し
た
。
実
験
回
数

は
、
約
１
ヶ
月
間
を
想
定

し
て
31
回
行
っ
た
。
粉
砕

の
必
要
が
な
い
た
め
、

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
本
体
は
使

用
し
な
か
っ
た
。

２
．
２　

実
験
結
果
と
考

察
　

回
収
し
た
粉
砕
物
の
平

均
は
６
・
３
ｇ
／
回
に
な

り
、
31
回
の
合
計
で
は

１
９
４
・
３
ｇ
と
な
っ
た
。

固
形
物
の
ほ
と
ん
ど
は
管

底
に
堆
積
し
た
。
本
実
験

で
は
、図
１
の
②–

③
（
写

真
１
）
に
多
く
堆
積
し
、

16
回
目
の
排
水
に
お
い

て
、
①–

②
の
器
具
排
水

管
が
閉
塞
状
態
と
な
っ

た
。
ス
ト
ラ
ブ
カ
ッ
プ
リ

ン
グ
接
続
の
僅
か
な
隙
間

に
よ
り
水
流
が
乱
れ
て
堆

積
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
特
に
、
⑤–

⑧
の
連

続
シ
ョ
ー
ト
エ
ル
ボ
が
流

速
低
下
を
も
た
ら
し
、
固

形
物
の
搬
送
力
が
鈍
る
結

果
と
な
っ
た
。
⑨–

⑪
は

ロ
ン
グ
エ
ル
ボ
に
よ
る
抵

抗
が
少
な
く
、
堆
積
物
は

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

　

次
に
、
①
の
流
し
排
水

口
よ
り
高
圧
洗
浄
に
よ
る

清
掃
を
行
な
っ
た
。
後
方

噴
射
ノ
ズ
ル
は
堆
積
物
を

攪
拌
す
る
が
、
残
渣
物
を

先
へ
搬
送
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
回
転
・
後

方
噴
射
ノ
ズ
ル
も
同
様
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
⑪
の
回

収
槽
よ
り
後
方
噴
射
ノ
ズ

ル
を
挿
入
し
、
加
圧
し
た

ま
ま
手
前
へ
引
く
と
、
粉

砕
物
の
移
動
は
あ
っ
た
も

の
の
、
数
回
洗
浄
し
な
い

と
完
全
除
去
と
は
な
ら
な

か
っ
た
。

２
．
３　

フ
ィ
ー
ル
ド
調

査
概
要

　

当
協
会
技
術
委
員
よ

り
、
全
国
３
都
県
か
ら
当

シ
ス
テ
ム
を
有
し
、
定
期

清
掃
を
実
施
し
て
い
る
物

件
を
対
象
に
、
清
掃
時
の

堆
積
状
況
に
つ
い
て
デ
ー

タ
を
収
集
し
た
。
そ
の
う

ち
東
京
都
・
神
奈
川
県
の

築
10
年
以
内
の
定
期
清
掃

物
件
３
棟
と
埼
玉
県
の
築

１
年
経
過
の
１
棟
を
対
象

に
調
査
し
た
。
写
真
２
に

示
す
よ
う
に
、
毎
年
定
期

清
掃
を
施
し
て
い
て
も
排

水
横
主
管
・
敷
地
排
水
管

に
残
渣
物
が
堆
積
し
て
い

た
。
写
真
３
は
築
１
年
し

か
経
過
し
て
い
な
い
物
件

で
あ
る
が
、
多
量
の
残
渣

物
が
堆
積
し
て
い
た
。

　

以
上
の
調
査
結
果
よ

り
、
当
シ
ス
テ
ム
を
構
成

す
る
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
部
・

排
水
処
理
部
を
結
ぶ
排
水

配
管
部
で
は
粉
砕
物
の
完

全
搬
送
は
容
易
で
な
く
、

清
掃
に
有
効
な
掃
除
口
と

残
渣
物
回
収
の
桝
な
ど
が

必
要
と
な
る
。

３
．
ま
と
め

　

当
シ
ス
テ
ム
は
、
排
水

設
備
と
し
て
シ
ン
プ
ル
な

設
計
、
搬
送
性
能
を
担
保

す
る
部
材
の
選
定
、
そ
し

て
何
よ
り
保
守
が
必
要
と

な
る
。
一
般
の
排
水
よ
り

管
内
に
粉
砕
物
が
多
く
堆

積
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
の
で
、
保
守
を
見
据
え

た
効
果
的
な
掃
除
口
・
点

検
口
を
流
速
が
低
下
す
る

箇
所
や
排
水
管
下
流
か
ら

高
圧
洗
浄
ノ
ズ
ル
の
逆
噴

射
作
用
に
よ
り
堆
積
物
搬

送
が
機
能
す
る
向
き
に
設

置
す
る
な
ど
、
点
検
を
適

時
行
い
、
そ
の
知
見
か
ら

現
場
ご
と
に
清
掃
周
期
を

計
画
し
て
い
く
こ
と
が
優

先
さ
れ
る
。

写真1　粉砕物堆積状況

写真 2　毎年清掃物件堆積状況

写真 3　築 1年物件堆積状況

表 1　供試排水配管区間長と管径

区間 配管長／管径 区間 配管長／管径 区間 配管長／管径

①－②間 2.03m/50A ⑤－⑥間 0.64m/100A ⑧－⑨間 2.18m/100A

②－④間 0.632m/75A ⑥－⑦間 1.7m/100A ⑨－⑩間 2.2m/100A

④－⑤間 0.17m/100A ⑦－⑧間 1.65m/100A ⑩－⑪間 4.13m/100A

（2）令和５年２月号全　管　協　ニ　ュ　ー　ス（毎月１回発行）第４２２号



ＳＤＧｓとは？
　当協会も本格的に取り組みを始めたＳＤＧｓ（持続
可能な開発目標）。会員各社が取り組むための参考事
例としてＳＤＧｓの活動を紹介していきます。

　
「
包
摂
的
で
安
全
か
つ

強
靭
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
）

で
持
続
可
能
な
都
市
及
び

人
間
居
住
を
実
現
す
る
」

こ
と
を
目
指
す
目
標
で

す
。

　

同
目
標
に
つ
い
て
は
、

６
番
目
の
目
標
「
安
全
な

水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中

に
」
と
と
も
に
、
排
水
管

清
掃
業
そ
の
も
の
が
、
こ

の
取
り
組
み
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　

排
水
管
清
掃
は
建
築
物

の
維
持
管
理
に
欠
か
せ
な

い
業
務
で
あ
り
、
そ
の
業

を
担
う
排
水
管
清
掃
業
者

は
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
し
て
、
す
べ
て
の

人
々
の
良
好
な
生
活
基
盤

の
提
供
に
貢
献
し
て
い
る

こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

広
く
認
知
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
建
物
の
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
基
づ
く
適
正
な
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
通
じ
て
、
建
物

の
長
寿
命
化
・
資
産
価
値

の
向
上
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
、
省
資
源
化
・
廃
棄

物
削
減
に
も
つ
な
が
る
取

り
組
み
に
な
り
ま
す
。

目標11　
住み続けられる
まちづくりを

組織体制強化、総会の
地方開催など協議

委
員
会
活
動
報
告

支
部
活
動
報
告

　

当
協
会
は
第
３
回
常
務

理
事
会
を
12
月
12
日
午
後

３
時
よ
り
、
事
務
局
と
オ

ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
形
式
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

上
之
原
靖
理
事
長
を
議

長
に
選
任
後
、
①
組
織
強

化
に
関
す
る
提
言
②
定
時

総
会
の
地
方
開
催
③
委
員

会
活
動
報
告
④
２
０
２
３

年
度
事
業
計
画
案
・
収
支

予
算
案
⑤
そ
の
他
、
な
ど

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。

◇
協
会
の
組
織
強
化
に
関

す
る
提
言

　

第
２
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
よ
る
新
入
会
員
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
協

会
入
会
動
機
と
し
て
「
技

術
に
関
す
る
情
報
」
を
要

望
す
る
声
が
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
多
治
見
昭
彦
専

務
理
事（
支
部
統
括
部
長
）

が
技
術
委
員
会
の
拡
充
を

提
案
。
同
委
員
会
下
に
洗

浄
方
法
・
建
物
用
途
別
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の

設
置
や
専
門
性
を
高
め
た

情
報
発
信
な
ど
に
つ
い
て

の
検
討
が
要
望
さ
れ
、
具

体
的
な
組
織
編
成
の
枠
組

み
等
に
つ
い
て
、
佐
藤
昭

仁
専
務
理
事
が
担
当
し
、

事
業
部
で
検
討
す
る
こ
と

を
決
定
。

◇
定
時
総
会
の
地
方
開
催

　

第
21
回
（
２
０
２
３
年

度
）
定
時
総
会
で
、
定
時

総
会
の
開
催
時
期
に
関
す

る
定
款
改
正
が
提
案
さ
れ

る
こ
と
を
前
提
に
、
２
０ 

２
４
年
度
以
降
の
地
方
開

催
に
つ
い
て
提
案
。
定
時

総
会
の
開
催
日
（
週
・
曜

日
）
に
よ
る
固
定
化
や
役

員
改
選
期
以
外
で
の
地
方

開
催
な
ど
の
意
見
を
受

け
、
協
議
継
続
を
決
定
。

◇
２
０
２
３
年
度
事
業
計

画
案

　

新
年
度
事
業
計
画
案
・

予
算
案
に
つ
い
て
各
委
員

会
で
協
議
し
、
理
事
会
に

提
案
す
る
こ
と
を
確
認
。

総
務
委
員
会

　

第
５
回
会
合
を
12
月
15

日
午
後
３
時
よ
り
、
事
務

局
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
。

　

今
回
は
、
第
３
回
常
務

理
事
会
で
提
案
さ
れ
た

２
０
２
３
年
度
の
新
規
事

業
に
つ
い
て
、
総
務
委
員

会
案
と
し
て
、
①
展
示
会

へ
の
出
展
②
協
会
事
業
活

動
報
告
会
（
仮
称
）
の
開

催
③
Ｐ
Ｒ
会
社
を
利
用
し

た
活
動
④
支
部
活
動
費
の

増
額
、
な
ど
４
項
目
に
つ

い
て
協
議
。

　

①
は「
ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー

マ
ン
フ
ェ
ア
＆
ク
リ
ー
ン

ｅ
ｘ
ｐ
ｏ
２
０
２
３
」
へ

の
出
展
を
候
補
案
と
す
る

こ
と
（
今
後
は
地
方
開
催

展
示
会
も
検
討
、
予
算
１ 

５
０
万
円
）、
②
に
つ
い

て
は
２
０
２
２
年
10
月
に

開
催
し
た
合
同
委
員
会
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
版
と

し
て
、
８
支
部
主
要
都
市

で
の
持
ち
回
り
開
催
を
候

補
案
と
す
る
こ
と
（
予
算

１
０
０
万
円
）。
①
と
②

に
つ
い
て
は
理
事
会
に
諮

る
こ
と
を
決
定
。
③
は
①

と
重
複
す
る
こ
と
か
ら
見

送
り
、
④
は
支
部
活
性
化

委
員
会
の
正
式
要
請
を
受

け
て
か
ら
検
討
す
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。
２
０ 

２
３
年
度
予
算
案
に
つ
い

て
は
、
各
委
員
会
か
ら
の

提
案
を
受
け
た
上
で
次
回

（
第
６
回
）
会
合
に
て
検

討
す
る
こ
と
を
確
認
。

支
部
活
性
化
委
員
会

　

第
３
回
会
合
を
12
月
７

日
午
後
１
時
よ
り
当
協
会

事
務
局
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開

催
し
、
①
会
員
増
強
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組
み
②

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
取

り
組
み
③
各
支
部
報
告
④

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業

第３回常務理事会

中
止
に
よ
る
未
消
化
分
予

算
な
ど
に
つ
い
て
協
議
。

　

会
員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
つ
い
て
は
、ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
期
間
中
の
新
規

会
員
の
定
着
率
が
１
０
０ 

％
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
。
前
回
会
合
で
協
議

し
た
支
部
か
ら
各
委
員
会

へ
の
委
員
選
出
に
つ
い
て

は
、
中
部
・
北
陸
支
部
と

九
州
支
部
で
委
員
選
出
が

行
わ
れ
た
こ
と
、
他
支
部

に
つ
い
て
も
支
部
総
会
時

に
検
討
す
る
こ
と
を
報
告
。

　

ま
た
、
第
２
期
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
よ
る
新

入
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
、
協
会
入
会
動
機
と

し
て
「
技
術
に
関
す
る
情

報
」
を
要
望
す
る
声
が
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
協
会

組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
す
る
取
り
組
み
と
し

て
、
技
術
委
員
会
の
拡
充

案
が
提
案
さ
れ
協
議
。
関

東
地
域
以
外
の
会
員
参
加

の
促
進
、
集
合
住
宅
以
外

の
管
洗
浄
技
術
情
報
な
ど

を
収
集
・
発
信
で
き
る
よ

う
な
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
設
置
な
ど
に
つ
い

て
、
常
務
理
事
会
に
諮
る

こ
と
を
決
定
。
２
０
２
４

年
度
以
降
の
定
時
総
会
の

日
程
固
定
化
や
支
部
持
ち

回
り
開
催
に
つ
い
て
も
、

同
委
員
会
提
案
と
し
て
常

務
理
事
会
に
諮
る
こ
と
を

決
定
。

（
西
川
昌
樹
支
部
長
）
は

合
同
で
、
12
月
２
日
に
航

空
自
衛
隊
入
間
基
地
の
見

学
会
を
開
催
し
、
22
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
前
10
時
に

集
合
し
た
後
に
専
用
バ
ス

で
基
地
内
を
移
動
。
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
救
難
映
像
を

視
聴
後
、
Ｔ–

４
練
習
機
・

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
の
見
学
と

　

当
協
会
の
東
北
・
北

関
東
支
部
（
関
根
英
明

支
部
長
）
と
東
京
支
部

記
念
撮
影
、
Ｃ–

１
輸

送
機
見
学
（
写
真
）、

バ
ス
で
の
基
地
一
周
見

学
を
行
い
ま
し
た
。
基

地
隊
員
食
堂
で
の
体
験

喫
食
（
給
食
実
食
）
に

よ
る
昼
食
後
は
、
管
制

塔
や
修
武
台
記
念
館

（
旧
陸
海
軍
航
空
と
航

空
自
衛
隊
の
歴
史
資
料

館
）を
見
学
し
ま
し
た
。

航
空
自
衛
隊
入
間
基
地
を
見
学

◇
南
関
東
支
部

　

当
協
会
南
関
東
支
部

（
浅
田
良
成
支
部
長
）
は

12
月
13
日
午
後
５
時
よ

り
、
生
香
園
新
館
（
横
浜

市
）
で
２
０
２
２
年
度
支

部
総
会
を
開
催
し
、
２
０ 

２
２
年
度
の
事
業
報
告
お

よ
び
決
算
報
告
を
行
う
と

と
も
に
、
２
０
２
３
年
度

の
支
部
役
員
、
支
部
選
出

理
事
候
補
者
、
事
業
計
画

な
ど
を
審
議
。
各
委
員
会

の
所
属
も
決
定
し
ま
し

た
。

　

総
会
に
は
委
任
状
を
含

め
て
30
社
が
出
席
。
浅
田

支
部
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
支
部
長
を
議
長
に
選

任
し
議
事
に
入
り
、
新
支

部
長
に
大
野
隆
次
氏
（
㈱

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
）、

副
支
部
長
に
眞
子
智
三
郎

氏
（
㈱
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
）
を
選

任
し
ま
し
た
。
支
部
役
員

は
次
の
と
お
り
。

　

相
談
役
＝
大
野　

徹

（
㈱
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
）、

佐
藤
昭
仁
（
㈱
マ
ル
シ
ン

ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
）、
浅
田

良
成
（
㈱
大
磯
衛
生
社
）、

支
部
長
＝
大
野
隆
次
（
㈱

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
）、

副
支
部
長
＝
眞
子
智
三
郎

（
㈱
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
）、
幹
事
＝

竹
之
内　

英
（
フ
ジ
ク
ス

㈱
）、
鈴
木　

勉
（
第
一

カ
ッ
タ
ー
興
業
㈱
）、
田

代
賢
一
朗
（
㈱
神
奈
川
保

健
事
業
社
）、
脇
田
雄
一

郎
（
㈱
日
野
興
業
）、
銀

山
健
生
（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

１
㈱
）

　

ま
た
、
支
部
選
出
の
理

事
候
補
者
と
し
て
、
佐
藤

昭
仁
（
㈱
マ
ル
シ
ン
ビ
ル

サ
ー
ビ
ス
）、
浅
田
良
成

（
㈱
大
磯
衛
生
社
）、
大
野

隆
次
（
㈱
環
境
管
理
セ
ン

タ
ー
）
の
３
氏
を
再
選
し

ま
し
た
。
委
員
候
補
は
、

広
報
＝
松
村
文
利
氏
（
㈱

畑
中
工
業
）。

【
２
０
２
３
年
度
事
業
計

画
】

　

◇
従
事
者
研
修
開
催
＝

２
月
に
横
浜
市
（
か
な
が

わ
労
働
プ
ラ
ザ
）

　

◇
技
士
資
格
講
習
＝
５

月
に
横
浜
市
（
横
浜
産
業

貿
易
セ
ン
タ
ー
）

　

◇
支
部
総
会
、
懇
親
会

＝
12
月

（3） 令和５年２月号 全　管　協　ニ　ュ　ー　ス （毎月１回発行） 第４２２号



22
年
度
建築物排水管清掃作業
従事者研修 [東京 ]

東京会場　60人 2022年12月9日
東京都立産業貿易センター浜松町館４階（東京都港区）

１．建築物衛生法と関係法令および
　　排水管清掃作業の安全と衛生

笠倉　賢治講師
（東京都健康安全研究センター
広域監視部建築物監視指導課建築物衛生
担当）

２．排水設備概論 関根　英明講師
（一社・全国管洗浄協会理事）３．点検診断・検査

４．排水設備の清掃実務および
　　清掃機器の使用方法 大中　武弘講師

（一社・全国管洗浄協会）５．業務管理一般論

大
中
講
師

関
根
講
師

笠
倉
講
師

2022 年度建築物排水管清掃作業従事者研修（予定）

開催日 会場
募集 

人員

2023 年 

3 月 17 日 （金）
（神奈川）

かながわ労働プラザ 

( 神奈川県横浜市中区寿町 1-4)
60 名

派
遣
労
働
者
賃
金
基
準
改
定

　

厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ

ど
、「
令
和
５
年
度
職
種
別

賃
金
水
準
」
を
決
定
し
、

各
都
道
府
県
労
働
局
長
に

通
達
し
ま
し
た
。
同
賃
金

水
準
は
、
派
遣
労
働
者
の

同
一
労
働
同
一
賃
金
に
つ

い
て
、
労
使
協
定
方
式
を

選
択
し
た
際
の
比
較
対
象

と
な
る
も
の
で
、
表
は
関

連
業
種
の
み
抜
粋
し
て
い

ま
す
。

　
「
職
種
別
賃
金
水
準
」

は
、
前
年
ま
た
は
前
年
度

の
賃
金
構
造
基
本
統
計
調

査
の
特
別
集
計
か
ら
算
出

し
た
賃
金
や
、
職
業
安
定

業
務
統
計
の
特
別
集
計
に

よ
る
求
人
賃
金
の
下
限
額

の
平
均
を
基
に
、
一
定
の

計
算
方
法
に
よ
り
算
出
し

た
賃
金
を
時
給
換
算
し
て

い
ま
す
。

※
２
０
２
２
年
度
に
「
ビ

ル
清
掃
員
」
か
ら
「
ビ
ル
・

建
物
清
掃
員
」
に
職
種
区

分
が
変
更

令和３年賃金構造基本統計調査による職種別平均賃金（時給換算）※１
単位 ： 円 基準値 基準値に能力 ・ 経験調整指数を乗じた値

（０年） １年 ２年 ３年 ５年 10 年 20 年
参考値
（０年）

（補正前）

ビル ・ 建物
清掃員

880 1,023 1,105 1,136 1,215 1,331 1,684 1,075

職業安定業務統計の求人賃金を基準値とした一般基本給・賞与等の額（時給換算）※２
ビル ・ 建物

清掃員
1,028
（－）

1,195 1,291 1,327 1,420 1,554 1,968 1,111

ハウス
クリーニング

作業員

1,128
（1,130）

1,311 1,417 1,456 1,558 1,706 2,159 1,320

※１ �無期雇用かつフルタイムの労働者について、 （所定内給与＋特別給与÷
12） ÷所定内時間で時給換算したものを特別集計

※２ �基準値 （０年） は、 令和３年度にハローワークで受理した無期かつフルタイ
ムの求人に係る求人賃金 （月給） の下限額の平均を、一定の計算方法 （月
額× 12 ÷ 52 ÷ 40） で時給換算し賃金構造基本統計調査から計算した賞
与指数 （０年） を乗じて作成。 令和５年度に適用される基準値 （０年） の
額が、令和２年度以降に適用された基準値 （０年） の中で最も高い場合は、
「（－）」 と表示

首
都
圏
・
近
畿
圏
と
も
に
増
加
予
想

�

23
年
マ
ン
シ
ョ
ン
供
給

22
〜
24
年
竣
工
予
定

は
５
４
２
万
㎡

�

全
国
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
調
査

　

不
動
産
経
済
研
究
所
が

公
表
し
た
「
首
都
圏
・
近

畿
圏
の
マ
ン
シ
ョ
ン
市
場

予
測
―
２
０
２
３
年
の
供

給
予
測
―
」
に
よ
る
と
、

２
０
２
３
年
は
首
都
圏
で

は
前
年
比
３
・
９
％
増
の

３
・
２
万
戸
、
近
畿
圏
は

同
７
・
１
％
増
の
１
・
８
万

戸
と
、
い
ず
れ
も
増
加
す

る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

［
首
都
圏
］

　

22
年
は
資
材
供
給
の
不

透
明
感
な
ど
で
落
ち
込
み
、

前
年
比
８
・
４
％
減
の
３ 

万
８
０
０
戸
を
見
込
み
、

２
０
２
３
年
は
住
宅
ニ
ー

ズ
は
堅
調
も
郊
外
の
勢
い

は
や
や
沈
静
化
し
、
再
び

東
京
23
区
中
心
に
増
加
す

る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

［
近
畿
圏
］

　

２
０
２
２
年
は
前
年
比

１
１
・
４
％
減
の
１
万
６ 

８
０
０
戸
と
、
当
初
予
想

（
１
万
８
５
０
０
戸
）
か

ら
下
振
れ
る
と
見
込
み
、

２
０
２
３
年
は
価
格
上
昇

が
継
続
す
る
こ
と
に
よ
る

影
響
で
、
小
幅
な
増
加
に

と
ど
ま
る
と
予
測
し
て
い

ま
す
。

　
（
一
財
）
日
本
不
動
産

研
究
所
が
発
表
し
た
「
全

国
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
調
査

（
２
０
２
２
年
１
月
現
在
）」

に
よ
る
と
、
全
国
87
都
市

に
お
け
る
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

ス
ト
ッ
ク
は
合
計
１
億
３ 

２
８
７
万
㎡
・
１
万
５
８ 

１
棟
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
２
０
２
１

年
の
新
築
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

は
１
５
６
万
㎡
・
72
棟
、

取
り
壊
し
た
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
は
83
万
㎡
・
85
棟
で
し

た
。
ま
た
、
２
０
２
２
〜

２
０
２
４
年
の
３
年
間
に

お
け
る
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の

竣
工
予
定
は
５
４
２
万

㎡
・
１
５
８
棟
で
、
こ
の

う
ち
64
％
（
床
面
積
ベ
ー

ス
）
が
東
京
都
区
部
に
集

中
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
３
年
間
の
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
の
竣
工
予
定
は
、

大
手
町
・
丸
の
内
地
区
、

八
重
洲
・
京
橋
・
日
本
橋

地
区
、
新
橋
・
虎
ノ
門
地

区
な
ど
で
再
開
発
が
進
ん

で
い
る
東
京
都
区
部
が
３ 

４
７
万
㎡（
全
体
の
64
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
次
い

で
梅
田
地
区
の
再
開
発
が

行
わ
れ
る
大
阪
が
82
万

㎡
、
み
な
と
み
ら
い
地
区

な
ど
で
開
発
が
進
ん
で
い

る
横
浜
が
32
万
㎡
、
天
神

ビ
ッ
グ
バ
ン
や
博
多
コ
ネ

ク
テ
ッ
ド
な
ど
の
再
開
発

が
進
行
中
の
福
岡
が
25
万

㎡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

◇
新
入
会
員

【
南
関
東
支
部
】

　

▽
㈱
徳
馬
洗
管
：〔
２

月
入
会
〕代
表
者
＝
津
川

正
一（
代
表
取
締
役
）。住

所
＝
〒
２
２
１-

０
８
５ 

６
、横
浜
市
神
奈
川
区
三

ツ
沢
上
町
９-

23
、Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
４
５-
３
２
１-

９
２
７ 

５
、Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
５-

３
２ 

１-

８
７
９
４
。紹
介
者

　

㈲
環
境
保
全
協
力
は
、

コ
ン
パ
ク
ト
・
軽
量
化
を

実
現
し
た
フ
ル
ハ
イ
ビ

ジ
ョ
ン
Ａ
Ｈ
Ｄ
（
ア
ナ
ロ

グ
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
方
式
信

号
形
式
）
押
し
込
み
カ
メ

ラ
モ
デ
ル「
４
０
６
０
Ｅ
」

を
発
売
し
ま
し
た
。

　

カ
メ
ラ
・
ケ
ー
ブ
ル
を

含
む
セ
ッ
ト
全
体
の
大
き

さ
は
、
奥
行
き
50
×
幅
30

×
高
さ
64
㎝
で
14
㎏
と
な

り
、
モ
ニ
タ
と
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
を
脱
着
す
れ
ば

専
用
ケ
ー
ス
に
収
納
可
能

で
す
。

　

カ
メ
ラ
ヘ
ッ
ド
は
、
自

動
水
平
機
能
付
き
で
ｐ
ｉ

ｎ
タ
イ
プ
脱
着
方
式
、
４

ｍ
の
防
水
仕
様
。
映
像
解

像
度
は
１
９
２
０
×
１
０ 

８
０
ピ
ク
セ
ル
の
２
２
０ 

万
画
素
。
高
輝
度
白
色
Ｌ

Ｅ
Ｄ
（
８
×
８
ｍ
）
を
採

用
し
、
輝
度
調
整
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
プ
シ
ョ
ン
の
瞬
時
変

換
側
視
カ
メ
ラ
ヘ
ッ
ド

「
Ｐ
Ｔ
４
５
６
０
」
は
、
ス

プ
リ
ン
グ
／
ハ
ー
ド
ケ
ー

ブ
ル
接
続
部
脱
着
交
換
式

で
、
サ
イ
ズ
は
口
径
45
×

１
０
５
㎜
で
、
直
視
・
側

視
の
切
り
替
え
が
瞬
時
に

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
管
壁
清
掃
後
の
状

態
確
認
や
管
接
合
部
の
剥

離
や
ず
れ
の
確
認
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
内
部
の
経
年
剥

離
・
損
傷
状
態
の
確
認
作

業
に
向
い
て
い
ま
す
。

　

価
格
は
、「
４
０
６
０

Ｅ
」
が
77
万
円
（
本
体
、

税
別
）、
オ
プ
シ
ョ
ン
の

「
Ｐ
Ｔ
４
５
６
０
」
は
本

体
と
の
セ
ッ
ト
注
文
で

25
万
円(

税
別)

と
な
り

ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
㈲
環

境
保
全
協
力
（
電
話
０
４ 

２–

５
５
４–

２
５
８
９
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２–

５
５
４–

２
５
９
２
）
ま
で
。

（
推
薦
者
）＝
㈱
マ
ル
シ
ン

ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

　

◇
代
表
者
変
更（
敬
称

略
）

【
東
京
支
部
】

　

▽
㈱
東
京
水
質
管
理
セ

ン
タ
ー
：
代
表
取
締
役
が

津
田
榮
一
か
ら
島
崎
厚
に

変
更（
２
０
２
３
年
１
月
）

【
中
部
・
北
陸
支
部
】

　

▽
ラ
イ
ノ
セ
ラ
ス
総
業

㈱
：
代
表
取
締
役
が
柘
植

み
ど
り
か
ら
渡
辺
幸
治
に

変
更（
２
０
２
３
年
１
月
）

フルハイビジョン
押し込みカメラモデル4060E
� 環境保全協力

新発売

会
員
だ
よ
り

（4）令和５年２月号全　管　協　ニ　ュ　ー　ス（毎月１回発行）第４２２号


